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医療・介護・
くらしの事など… 何でも相談ダイヤル

一人で悩みをかかえていませんか？
まずはフリーダイヤルまでご連絡ください。
『困った』解決をお手伝いします。

 健康をつくる　平和をつくる　いのち輝く社会をつくる

●発行責任者　専務理事  森　健弘

18,524人
613,634,000円

33,126円
21支部
134班

2020年７月31日現在

生協ふれあい会館2階「相談室」

９月23日（水）14時～15時半

横山　詩土 弁護士

どんなご相談でもお気軽にどうぞ♪

住所変更等ありましたら、
まちづくり組合員活動支援部までご連絡ください

☎（0120）34－2510
まちづくり組合員活動支援部

無料無料平日の月曜～金曜
あさ9時～17時30分
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国民平和大行進国民平和大行進
コロナ禍での国民平和大行進（山口県内）は、梅雨コロナ禍での国民平和大行進（山口県内）は、梅雨
の大雨、梅雨明け直後の猛暑という厳しい最中、７月の大雨、梅雨明け直後の猛暑という厳しい最中、７月
21日～８月２日まで県下各地でおこなわれました。21日～８月２日まで県下各地でおこなわれました。

＜山口民医連＞ 原水爆禁止＜山口民医連＞ 原水爆禁止
2020 年世界大会2020 年世界大会（オンライン）（オンライン）
8月6日　宇部協立病院多目的室にてＷＥＢ視聴参8月6日　宇部協立病院多目的室にてＷＥＢ視聴参
加＆意見交換、国民平和大行進（宇部地域）の動画加＆意見交換、国民平和大行進（宇部地域）の動画
視聴、　「考えよう核兵器・地球・私たちの未来」の視聴、　「考えよう核兵器・地球・私たちの未来」の
パンフレット学習などをおこないました。パンフレット学習などをおこないました。

＜恩田中央支部＞＜恩田中央支部＞
支部長が「原爆と大戦の真実」というファイルと、「私支部長が「原爆と大戦の真実」というファイルと、「私
の戦争体験」という本を紹介。運営委員会で感想を出の戦争体験」という本を紹介。運営委員会で感想を出
し合いながら見ていると、４歳当時、実際に空襲体験し合いながら見ていると、４歳当時、実際に空襲体験
して恐ろしい思いをした話が出され、参加者はじっとして恐ろしい思いをした話が出され、参加者はじっと
聞き入りました。また、担当理事から、２年前の「沖聞き入りました。また、担当理事から、２年前の「沖
縄全戦没者追悼式」で朗読した女子高校生の「生きる」縄全戦没者追悼式」で朗読した女子高校生の「生きる」
という平和の詩をタブレットで紹介されました。という平和の詩をタブレットで紹介されました。

＜総務部＞＜総務部＞
８月６日 被爆体験を黙読し黙とう、８月７日「考え
よう核兵器・地球・私たちの未来」のパンフレット
学習、折り鶴、平和へのメッセージ作成をしました。

＜岐波支部＞＜岐波支部＞
８月６日 支部運営員会で『広島原爆の日』にあわせ
て黙とうを捧げ、核兵器廃絶国際署名を支部内でさ
らに広げることを確認しました。

＜常盤支部＞＜常盤支部＞
８月７日ヒバクシャ国際署名連絡会が７月７日に出
した「核兵器禁止条約の発効を目指し、世界の力を
結集しよう」を支部運営委員会で読み合わせ、今後
の運動について意見交換しました。

核兵器不拡散条約（ＮＰＴ）発行5050年年

核兵器のない地球へ核兵器のない地球へ

だれもが
“当事者”

「平和の波」行動「平和の波」行動

（※）『ヒバクシャ国際署名』
「後世の人びとが生き地獄

を体験しないように、生きて
いるうちに何としても核兵器
のない世界を実現したい」と
2016 年４月に始まり、2020
年 9月18日までに世界中で数
億の署名を集めることを目標と
している。2020 年 3月時点で
11,843,549 筆。秋の国連総会
に提出される。

被爆75年 
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７月１日、村岡県知事ら114人が「積
極的感染拡大防止戦略による経済社
会活動の正常化に向けた緊急提言」を
発表しました。提言は、第二波に備え、
１日当たりのＰＣＲなどの検査件数を
９月末までに全国で10万件、１１月末
までに 20万件できる体制の整備が不
可欠としています。全国10 万件を山
口県にあてはめると１日当たり約1000
件となります。８月１０日現在で、県内
の感染者は、78 名と急増しています
が、ＰＣＲ検査件数は、二けたで推移
しているのが実態です。県内で抜本的

にＰＣＲ検査件数を増やすことが不可
欠です。
私は、４月臨時県議会で、「地域外
来・検査センター」（以下、検査セン
ター）の設置を求めました。６月県議
会では、８医療圏に１カ所以上の検査
センターを設置する補正予算が可決し
ました。宇部・小野田医療圏では、宇
部市が受託し、８月中に、宇部市保健
センター敷地内に検査センターが開設
される見通しです。検査センターで検
体採取をおこない、民間検査機関で検
査されます。
 （山口県議会議員　藤本一規）
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困
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レ
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。
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ス
は
２
つ
ま

で
申
し
込
み
可
能
で
す
。

9
月
中
に
近
く
の
組
合
員

さ
ん
に「
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
」

を
お
渡
し
に
な
る
か
直
接
ハ

ガ
キ
を
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

 充充実実のの歯歯科科診診療療へへ
協立歯科リニューアルで協立歯科リニューアルで

シリーズ歯科だより 1

生協の組合員になることが必要です。
契約引受団体/日本コープ共済生活協同組合連合会

う！ 60日間チ

ＣＯ･ＯＰ共済に加入するには

お問い合わせ先 ０１２０-３８-９４３１

8 つの生活習慣 2 つの健康指標

山口県・山口県教育委員会／宇部市・宇部市教育委員会／山陽小野田市・山陽小野田市教育委員会
山口市・山口市教育委員会／美祢市・美祢市教育委員会／下関市・下関市教育委員会

9／30水まで 11／30月まで募集
期間

実施
期間

医療生活協同組合健文会
共催

後援

自
分
に
あ
っ
た
コ
ー
ス
を
選
ん
で

健
康
な
く
ら
し
の
第
一
歩
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

山口県生活協同組合連合会 協賛 ＣＯ・ＯＰ共済

❶ 生活リズムを整え快適な睡眠をとる
❷ 心身の過労を避け、十分な休養をとる
❸ 禁煙に取り組む
❹ 不適切な飲酒をしない

❶ 適正体重、
    適正腹囲を維持する
❷ 適正な血圧をめざす

医療生協が推進する健康習慣

❺ 適度の運動を定期的に続ける
❻ 低塩分、低脂肪のバランスのよい食事を摂る
❼ 間食せず、朝食を摂る規則正しい食生活
❽ 1日1回以上汚れを落としきる歯磨きをする

チャレンジャーのつどいがあります！

応援企画があります！
毎年、参加者がチャレンジに成功するように、応援企画を準備して
います。チャレンジしてみたいけれど、正しいやり方を教えてほしい
等のご要望がありましたら、「医療生協健文会 健康づくり委員会」
へお問い合わせ下さい。

参加した方々が集まって頑張ったこと・工夫したこと・うまくいかな
かったことなどを交流し、お互いに学び合います。医療生協健文会
の支部の皆さんが企画しますので、「医療生協健文会 健康づくり委
員会」へお問い合わせの上、ぜひ参加してみて下さい。

山口県宇部市五十目山町15-7-1

あなたのご意見をお聞かせください

医療生協健文会
まちづくり組合員活動支援部内
健康づくり委員会

郵 便 ハ ガ キ

“健康チャレンジ2020”係

7 5 5 8 7 9 0
宇 部 局

承 認

差出有効期間
令和 2年12月
31日まで
〈切手不要〉

料金受取人払郵便

6 3 3
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宇部・小野田医療圏に

地域外来・検査センター設置へ

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

みなさんの
チャレンジお待ち
しております

暑い夏を
のりきる！
お家での
健康づくりに

採択ゼロ

埼玉県埼玉県
さいたまけん

神奈川県神奈川県
か な が わ け ん

山梨県山梨県
やまなしけん

静岡県静岡県
しずおかけん

愛知県愛知県
あ い ち けん

大分県大分県
おおいたけん

宮崎県宮崎県
みやざきけん

沖縄県沖縄県
おきなわけん

鹿児島県鹿児島県
か   ご  しま けん

熊本県熊本県
くまもとけん

福岡県福岡県
ふくおかけん

佐賀県佐賀県
さ  が  けん

岐阜県岐阜県
ぎ   ふ  けん

三重県三重県
み   え けん

兵庫県兵庫県
ひょうごけん

岡山県岡山県
おかやまけん

広島県広島県
ひろしまけん

鳥鳥
とっ

県県
けん

取取
とり

山口県山口県
やまぐちけん

山口県 島根県島根県
し ま ね けん

愛媛県愛媛県
え ひ め けん

高知県高知県
こ う ち けん 徳島県徳島県

とくしまけん

香川県香川県
か が わ けん

滋賀県滋賀県
し   が  けん

富山県富山県
と や ま けん

福井県福井県
ふ く い けん

北海道北海道
ほっかいどう

青森県青森県
あおもりけん

岩手県岩手県
い わ て けん

み や ぎ けん山形県山形県
やまがたけん

新潟県新潟県
にいがたけん

福島県福島県
ふくしまけん

栃木県栃木県
と ち ぎ けん

群馬県群馬県
ぐ ん ま けん

長野県長野県
な が の けん

茨城県茨城県
いばらきけん

千千ち

ば葉葉
け
ん県県

歌歌か

和和わ

や
ま山山
け
ん県県

京京き
ょ
う

と都都
ふ府府

石石い
し
か
わ川川
け
ん県県

大大お
お

さ
か阪阪
ふ府府 奈奈な

ら良良
け
ん県県

東東と
う

き
ょ
う京京 と都都

長長な
が

き
さ崎崎
け
ん県県

秋田県秋田県
あ き た けん

宮城県

31%

32%

100%
85%

42%

53%

23%

74%

4%

13%

4%18%

11%

7%

22%

11%62%

5%

14%

7%
20%

30%
26%

10%

50%

71%67%

20%

51%

11%

15%
7%

14%

32%

15%

19%

40% 29%

7%

25%

6% 16%

14%

採択ゼロ
佐賀県

採択ゼロ
福井県

採択ゼロ
富山県

　唯一の戦争被爆国である日本政府は、核なき世界の先頭にたつ立場にあるに
もかかわらず、この条約に署名、批准していません。安倍首相は、広島と長崎
の平和式典でのあいさつで核兵器禁止条約について一切ふれませんでした。繰
り返したのは「立場の異なる国々の橋渡しに努め、核兵器のない世界の実現に
向けた国際社会のとりくみをリードする」ということ。「橋渡し」とはどのよ
うな行動を指すのでしょうか？ 核兵器禁止条約に対する日本政府の姿勢が厳
しく問われています。
　日本政府に核兵器禁止条約への参加を求める意
見書を採択した地方議会は 468 議会となり、都
道府県を含む 1788 自治体の４分の１を超えまし
た。山口県は「採択ゼロ」の４県のひとつです。

核兵器禁止条約への調印（署核兵器禁止条約への調印（署
名）・批准・参加を日本政府に名）・批准・参加を日本政府に
求める意見書決議は７月７日現求める意見書決議は７月７日現
在、468 自治体議会在、468 自治体議会
で採択され、県・市で採択され、県・市
町村合計1788自治町村合計1788自治
体の 26％となって体の 26％となって
います。います。

核兵器禁止条約への署名・批准を求める意見書を採択した地方議会の状況核兵器禁止条約への署名・批准を求める意見書を採択した地方議会の状況

図表：日本原水協ＨＰ「原水協通信ｏｎＴｈｅＷｅｂ」より参照図表：日本原水協ＨＰ「原水協通信ｏｎＴｈｅＷｅｂ」より参照

核兵器禁止条約核兵器禁止条約へのへの署名・批准署名・批准をを求求めるめる
意見書意見書をを採択採択したした地方議会地方議会のの状況状況

※核兵器禁止条約は、50
か国目の批准書が国連事
務総長に寄託されてから
90日後に発効します。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、
昨
年
度
３
月
か

拡
大
に
よ
り
、
昨
年
度
３
月
か

ら
新
年
度
５
月
ま
で
、
学
校
は

ら
新
年
度
５
月
ま
で
、
学
校
は

３
ヶ
月
近
い
長
期
の
臨
時
休
校

３
ヶ
月
近
い
長
期
の
臨
時
休
校

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
学
校

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
学
校

も
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
安

も
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
安

全
確
保
と
学
習
権
保
障
の
両
立

全
確
保
と
学
習
権
保
障
の
両
立

と
い
う
大
き
な
課
題
に
直
面
し

と
い
う
大
き
な
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

20  20  
人
学
級
実
現
で

人
学
級
実
現
で

安
全
な
学
び
場
を

安
全
な
学
び
場
を

県
教
組
の
上
部
団
体
で
あ
る

県
教
組
の
上
部
団
体
で
あ
る

全
日
本
教
職
員
組
合
（
全
教
）

全
日
本
教
職
員
組
合
（
全
教
）

は
５
月

は
５
月
2020
日
、『
コ
ロ
ナ
感
染
拡

日
、『
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
か
ら
子
ど
も
を
守
り
、
豊
か

大
か
ら
子
ど
も
を
守
り
、
豊
か

な
成
長
・
発
達
を
保
障
す
る
た

な
成
長
・
発
達
を
保
障
す
る
た

め
の
全
教
提
言
』を
発
表
し
、「
安

め
の
全
教
提
言
』を
発
表
し
、「
安

全
で
豊
か
な
学
び
を
持
続
す
る

全
で
豊
か
な
学
び
を
持
続
す
る

た
め
に
必
要
な
条
件
整
備
〜
今

た
め
に
必
要
な
条
件
整
備
〜
今

こ
そ
少
人
数
学
級
の
実
現
を

こ
そ
少
人
数
学
級
の
実
現
を

〜
」
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

〜
」
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。
4040

人
学
級
で
は
、
文
科
省
の
示
す

人
学
級
で
は
、
文
科
省
の
示
す

「
物
理
的
距
離
・
学
校
の
新
し
い

「
物
理
的
距
離
・
学
校
の
新
し
い

生
活
様
式
」
を
確
保
す
る
こ
と

生
活
様
式
」
を
確
保
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
３
密
を
避
け

は
で
き
ま
せ
ん
。
３
密
を
避
け

る
た
め
に
も
、
今
す
ぐ
少
人
数

る
た
め
に
も
、
今
す
ぐ
少
人
数

学
級
・

学
級
・
2020
人
学
級
を
実
現
し
な

人
学
級
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

少
人
数
学
級
要
望
の

少
人
数
学
級
要
望
の

声
次
々
と

声
次
々
と

全
国
校
長
会
や
全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
校
長
会
や
全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
な
ど
の
教
育
関
係
者
を
は
じ

会
な
ど
の
教
育
関
係
者
を
は
じ

め
、
政
府
や
自
治
体
か
ら
も
少

め
、
政
府
や
自
治
体
か
ら
も
少

人
数
学
級
を
要
望
す
る
声
が
あ

人
数
学
級
を
要
望
す
る
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
教
育
学

が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
教
育
学

会
は
５
月

会
は
５
月
2222
日
、
小
・
中
・
高

日
、
小
・
中
・
高

校
の
教
職
員
を

校
の
教
職
員
を
1010
万
人
増
員
す

万
人
増
員
す

れ
ば
れ
ば
2020
人
授
業
が
可
能
、
そ
の

人
授
業
が
可
能
、
そ
の

た
め
の
予
算
は
補
正
予
算
予
備

た
め
の
予
算
は
補
正
予
算
予
備

費費
1010
兆
円
の
中
か
ら
１
兆
円
を

兆
円
の
中
か
ら
１
兆
円
を

充
て
れ
ば
可
能
と
す
る
提
言
を

充
て
れ
ば
可
能
と
す
る
提
言
を

政
府
へ
提
出
、
全
国
知
事
会
・

政
府
へ
提
出
、
全
国
知
事
会
・

全
国
市
長
会
・
全
国
町
村
会
の

全
国
市
長
会
・
全
国
町
村
会
の

地
方
３
団
体
も
７
月
２
日
、
連

地
方
３
団
体
も
７
月
２
日
、
連

名
で
名
で｢｢

新
し
い
時
代
の
学
び

新
し
い
時
代
の
学
び

の
環
境
整
備
に
向
け
た
緊
急
提

の
環
境
整
備
に
向
け
た
緊
急
提

言
」
を
発
表
し
、
少
人
数
学
級

言
」
を
発
表
し
、
少
人
数
学
級

に
よ
り
児
童
・
生
徒
間
の
十
分

に
よ
り
児
童
・
生
徒
間
の
十
分

な
距
離
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る

な
距
離
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
教
員
の
確
保
が
是
非
と
も

よ
う
教
員
の
確
保
が
是
非
と
も

必
要
と
し
、
少
人
数
編
制
を
可

必
要
と
し
、
少
人
数
編
制
を
可

能
と
す
る
教
員
の
確
保
を
強
く

能
と
す
る
教
員
の
確
保
を
強
く

要
望
し
ま
し
た
。

要
望
し
ま
し
た
。

政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議

政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議

も
７
月
８
日
、
経
済
財
政
運
営

も
７
月
８
日
、
経
済
財
政
運
営

の
指
針
「
骨
太
の
方
針
」
の
原

の
指
針
「
骨
太
の
方
針
」
の
原

案
に
、
３
密
対
策
と
し
て
小
中

案
に
、
３
密
対
策
と
し
て
小
中

学
校
で
の
少
人
数
指
導
体
制
の

学
校
で
の
少
人
数
指
導
体
制
の

整
備
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
文

整
備
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
文

科
省
は
上
限
が

科
省
は
上
限
が
4040
人
と
な
っ
て

人
と
な
っ
て

い
る
小
中
学
校
の
学
級
規
模
を

い
る
小
中
学
校
の
学
級
規
模
を

3030
人
程
度
と
す
る
案
を
水
面
下

人
程
度
と
す
る
案
を
水
面
下

で
検
討
し
て
い
る
と
も
報
道
さ

で
検
討
し
て
い
る
と
も
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
署
名
に

ネ
ッ
ト
署
名
に

ご
協
力
を

ご
協
力
を

著
名
な
教
育
研
究
者
有
志
の

著
名
な
教
育
研
究
者
有
志
の

み
な
さ
ん
が
７
月

み
な
さ
ん
が
７
月
1818
日
、
少
人

日
、
少
人

数
学
級
を
求
め
る
ネ
ッ
ト
署
名

数
学
級
を
求
め
る
ネ
ッ
ト
署
名

を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
全
教
も

を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
全
教
も

「
＃
め
ざ
せ

「
＃
め
ざ
せ
2020
人
学
級
」
プ
ロ

人
学
級
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
、
イ

ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
署
名
を
始
め
ま

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
署
名
を
始
め
ま

し
た
。
健
文
会
の
み
な
さ
ん
も

し
た
。
健
文
会
の
み
な
さ
ん
も

ぜ
ひ
署
名
へ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
署
名
へ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
拡
散
も
お
願
い

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
拡
散
も
お
願
い

し
ま
す
。（
詳
細
は
全
教
ホ
ー
ム

し
ま
す
。（
詳
細
は
全
教
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
）

ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
）

■
「
令
和
２
年
梅
雨
前
線
豪
雨
等
に
よ
る
被
害
」に
遭
わ
れ
た
地
域
の
み
な
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
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ウ
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ス
か
ら
子
ど
も
を
守
れ
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
子
ど
も
を
守
れ
！

安
全
で
豊
か
な
学
び
を
子
ど
も
た
ち
に
！

安
全
で
豊
か
な
学
び
を
子
ど
も
た
ち
に
！

今
こ
そ

今
こ
そ
2020
人
学
級
実
現
を
！

人
学
級
実
現
を
！

新
型
コ
ロ
ナ
と
学
校
教
育

新
型
コ
ロ
ナ
と
学
校
教
育

机 児童生徒

黒板

机 児童生徒

85㎝

60㎝

45㎝

45㎝

105
㎝

65㎝

135
㎝

黒板
170㎝

60㎝

45㎝

65㎝
170㎝

190㎝ 190㎝

8.3ｍ 8.3ｍ

135㎝ 135㎝ 210㎝210㎝

135
㎝

第１次署名集約分の文科省への提出は、８月末または９月初
めです。引き続き、みなさまのご協力をお願いします。

20 人以下学級の実現を前面に出した20人以下学級の実現を前面に出した
「えがお署名」をインターネット上で「えがお署名」をインターネット上で
始めることしました。始めることしました。

右記のQR コードをご利用ください。
SNS などで拡散お願いします。

見たい、聞きたい、学びたい見たい、聞きたい、学びたい －いのちと平和－－いのちと平和－
戦争も核もない美しい青空を戦争も核もない美しい青空を
未来の未来のこどもたちに引き継ごうこどもたちに引き継ごう

健文会「平和フェスタ２０２０」
◆ 日　時：　２０２０年１０月１１日（日）１１：００～１５：００
◆ 場　所：　宇部市総合福祉会館 ・ ３ 階講習室※定員あり
◆ 内　容：
　①　オンライン・シンポジウム（60分）＜※福島と山口の実況中継＞
 福島からのリポート
　②　オンライン講演会・地元山口・３団体からのリポート（全体90分）
◆ 参加費：　無料（※詳細は後日チラシご参照）

前進座公演 「ちひろ・私 絵と結婚するの」１周年記念

◆ 日　時：　２０２０年１０月３日（土）１２：４０開場
◆ 場　所：　宇部市多世代ふれあいセンター　２階ホール
　　　　　　 （宇部市・ＪＲ琴芝駅そば）
◆ チケット料金　前売り７００円（コロナ対応：限定100席）
　　　　　　　　 ※ 高校生以下無料
◆ 主　催：　ちひろ友の会

例
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例
年
44
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初
め
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日
間
実
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初
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に
３
日
間
実
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る
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員
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員
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シ
ョ
ン
。
ま
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伝
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る

ン
テ
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シ
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ン
。
ま
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え
る

こ
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『
仕
事
を
す
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と
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う

こ
と
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『
仕
事
を
す
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い
う

こ
と
は
理
念
を
実
践
し
発
展
さ

こ
と
は
理
念
を
実
践
し
発
展
さ

せ
る
こ
と
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医
療
福
祉
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協

せ
る
こ
と
』。「
医
療
福
祉
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協

の
理
念
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療
福
祉
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協
の

の
理
念
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医
療
福
祉
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協
の

い
の
ち
の
章
典
」「
民
医
連
綱

い
の
ち
の
章
典
」「
民
医
連
綱

領
」
な
ど
の
理
念
を
知
る
こ
と

領
」
な
ど
の
理
念
を
知
る
こ
と

と
、
理
念
を
実
践
す
る
っ
て
実

と
、
理
念
を
実
践
す
る
っ
て
実

際
に
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
を

際
に
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
、
地
域

イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
、
地
域

や
事
業
所
の
具
体
的
な
と
り
く

や
事
業
所
の
具
体
的
な
と
り
く

み
を
紹
介
す
る
予
定
で
し
た
。

み
を
紹
介
す
る
予
定
で
し
た
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と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
今
年

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
今
年

は
急
遽

は
急
遽
11
日
の
み
の
開
催
に
。

日
の
み
の
開
催
に
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変
更
し
た
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変
更
し
た
た

め
事
業
所
紹
介
が
保
留
に
な
っ

め
事
業
所
紹
介
が
保
留
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

て
い
ま
し
た
。

実
践
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が
ず
ら
り

実
践
例
が
ず
ら
り
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2121
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施
の
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日
に
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施
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ち
、
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ち
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密
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を
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し
ま
し
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。
内
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施
し
ま
し
た
。
内
容
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協
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病
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生
協
上
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部
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上
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協
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介
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介
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部
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お
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び
の
会
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に
じ
っ
こ
、
こ
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び
の
会
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に
じ
っ
こ
、
こ
こ
っ

て
の
紹
介
と
私
た
ち
の
目
指
す

て
の
紹
介
と
私
た
ち
の
目
指
す

地
域
包
括
ケ
ア
と
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何
か
の
ミ

地
域
包
括
ケ
ア
と
は
何
か
の
ミ

ニ
講
座
。
本
来
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座
。
本
来
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11
日
か
か

日
か
か

る
コ
ー
ス
で
す
が
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半
日
で

る
コ
ー
ス
で
す
が
、
半
日
で

ぎ
ゅ
っ
と
。

ぎ
ゅ
っ
と
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患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
安
心

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
安
心

し
て
療
養
や
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活
が
で
き
る
よ

し
て
療
養
や
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
、
行
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機
関
や
ボ
ラ
ン

う
に
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行
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機
関
や
ボ
ラ
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テ
ィ
ア
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ど
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い
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た
ち
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テ
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連
携
し
て
サ
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ー
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し
て
い
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連
携
し
て
サ
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し
て
い
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事
例
や
、「
困
っ
た
」
が
言
え

事
例
や
、「
困
っ
た
」
が
言
え

る
「
ほ
っ
と
で
き
る
場
」
づ
く

る
「
ほ
っ
と
で
き
る
場
」
づ
く

り
の
工
夫
、
無
料
低
額
診
療
制

り
の
工
夫
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無
料
低
額
診
療
制

度
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差
額
ベ
ッ
ド
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を
と
ら
な
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や
差
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ッ
ド
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を
と
ら
な
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こ
と
、
被
災
地
支
援
な
ど
な

い
こ
と
、
被
災
地
支
援
な
ど
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
理
念
実
践
の

ど
、
た
く
さ
ん
の
理
念
実
践
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
も
主
体
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に

自
分
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主
体
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に
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く
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と
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と
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を
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と
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行
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と
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ふ
さ
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し

う
行
動
す
る
こ
と
が
ふ
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と
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の
な
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に
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と
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の
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に
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山
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理
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沢
山
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理
念
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し
あ
え
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え
、
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で
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と
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地
域
組
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と
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員

地
域
組
合
員
と
職
員
組
合
員

が
、
と
も
に
。

が
、
と
も
に
。

シャッターチャンスの一瞬だけ、シャッターチャンスの一瞬だけ、
 マスクをとって「にこ～っ！」マスクをとって「にこ～っ！」
４月１日新卒入職者：前列左から片渕亮介（研修医）、４月１日新卒入職者：前列左から片渕亮介（研修医）、
田部雅大（作業療法士）、大仲沙莉亜（事務）、田部雅大（作業療法士）、大仲沙莉亜（事務）、
赤間美沙樹（看護師）、近藤志津江（看護師）赤間美沙樹（看護師）、近藤志津江（看護師）
この他に善甫健太郎（研修医）：敬称略この他に善甫健太郎（研修医）：敬称略

〝
理
念

〝
理
念
のの
実
践
〞

実
践
〞っ
て
、

っ
て
、

 

こ
う
い
う
こ
と

こ
う
い
う
こ
と 

！！

新
入
職
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

山
口
県
教
職
員
組
合
（
県
教
組
）　

執
行
委
員
長

冨
永　

謙
一

取り扱い・お問い合わせ先　
　健文会・まちづくり組合員活動支援部まで

　 ☎（０８３６）３４－２５１０

40 人学級の教室 身体的距離を確保した座席配置

※ 上記の企画については、新型コロナウイルス 
　  感染拡大によっては、急な変更・中止もあります

お し ら せ

 息子の猛さんが語る・
母いわさきちひろを語る 松本猛 講演会
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健康のひろばを、ご近所の組合員にお届けする『手配りさん』を募集しています。ご協力いただける方は　☎ ０８３６－３４－２５１０　まちづくり組合員活動支援部まで。

■
転
居
及
び
氏
名
変
更
、
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
（
電
話
０
８
３
６
ー
３
４
ー
２
５
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　私が「健文会」と深く関わったのは三年前
です。始めは、何となく参加していました
が支部活動、班会、「ころばん体操班」など
回を重ねていくうちにいろいろな人と出会え、
楽しくおしゃべりしたり、体を動かし健康に
なる喜びをもらいました。
　なんと今年からは支部長という大役も引き
受けました。すべての人にやさしい健文会で
ありたいと願っています。そして、医療、福
祉についても一緒に考えたりともに行動して

いくうちにもっと「健文会」を多くの方に
知ってもらい一人ひとりのつながりを大切に
楽しい仲間づくりができたらと思います。
 （岬支部　富田康子）

コーヒーブレイク ㉗

健文会の仲間づくりを
 頑張りたい

【
応
募
方
法
】

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
身
近
な
出
来
事
ご
意
見
ご
感
想
な

ど
、
ひ
と
言
そ
え
て
下
さ
い
。
ご
意
見
ご

感
想
は
、
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

●
当
選
者
に
薄
謝　

５
名
様
分

●
締
切　

２
０
２
０
年
９
月
末
日

●
発
表　

２
０
２
０
年
11
月
号
に
て

●
あ
て
先　

〒
７
５
５ｰ 

０
０
０
５

　

宇
部
市
五
十
目
山
町
15
の
７
の
１

医
療
生
協
健
文
会
ま
ち
づ
く
り
組
合
員

　

活
動
支
援
部
ク
イ
ズ
係
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
３
６ｰ 

３
４ｰ 

２
５
１
２

メ
ー
ル
：sosiki_kenbun@

yahoo.co.jp

【
２
０
２
０
年
７
月
号
の
答
え
】

今
年
も「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」は
じ
ま
り
ま
す
！

食
生
活
・
運
動
・
睡
眠
休
養
・
お
口
の
健
康
・

リ
ラ
ッ
ク
ス

・
私
の
健
康
法
の
６
つ
の

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

【
当
選
者
】

下
関
支
部　

植
屋
幸
子
さ
ん

山
陽
支
部　

古
賀　

剛
さ
ん

厚
南
支
部　

内
野
俊
恵
さ
ん

上
宇
部
川
上
支
部　

内
田
満
智
子
さ
ん

恩
田
西
支
部　

小
林　

紳
祐
さ
ん

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問　題
コロナ感染から子どもを守り豊かな成長・
発達を保障するために●人学級の実現を

（●に数字が入ります。ヒントは3面）

2020年９月号
読読

者者

声声

のの

【
恩
田
南
支
部　

米
本
久
子
さ
ん
】

　

雨
上
が
り
に
畑
を
見
る
と
、
２
本

ず
つ
し
か
植
え
て
い
な
い
の
に
キ
ュ

ウ
リ
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
の
実
が
た

く
さ
ん
実
っ
て
い
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ

は
一
度
に
2
ロ
キ
位
塩
漬
け
し
て
キ

ュ
ー
ち
ゃ
ん
漬
け
を
作
り
、
小
分
け
し

て
友
達
や
近
所
の
方
に
お
す
そ
分
け
。

ナ
ス
は
か
ら
し
漬
け
や
焼
ナ
ス
、
い

た
め
煮
な
ど
。
ピ
ー
マ
ン
は
肉
詰
め
に

し
て
食
べ
て
い
ま
す
。
も
ぎ
た
て
の
野

菜
は
何
を
作
っ
て
も
お
い
し
い
で
す
。

【
山
口
支
部　

小
田
恵
子
さ
ん
】

　

長
か
っ
た
梅
雨
が
や
っ
と
明
け
て

夏
が
や
っ
て
来
た
！
サ
ラ
リ
と
し
た

床
の
足
触
り
が
心
地
良
い
。

【
恩
田
中
央
支
部　

西
村
貞
美
さ
ん
】

　

い
つ
も
配
達
下
さ
り
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ゆ
え
、
感
謝
し
て

い
ま
す
。

【
恩
田
西
支
部　

小
林
紳
祐
さ
ん
】

　

毎
朝
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
散

歩
を
し
て
い
ま
す
。
歩
く
こ
と
は
、

第
一
の
健
康
の
基
本
と
思
い
ま
す
。

新
鮮
な
空
気
を
吸
っ
て
、
気
分
を
整

え
て
、
歩
く
の
は
心
地
よ
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
ま
す
。

【
山
口
支
部　

蔵
重
千
恵
子
さ
ん
】

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
か
わ
い
い
東
京
の

孫
に
会
え
な
い
日
々
。
と
う
と
う
ス

マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
今
ま
で

ケ
ー
タ
イ
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
友
人
た
ち
も
び
っ
く
り
。
孫
の

か
わ
い
い
動
画
や
テ
レ
ビ
電
話
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
孫
は
強
し
！

【
下
関
支
部　

植
屋
花
梨
さ
ん
】

　

安
倍
政
権
、
コ
ロ
ナ
と
共
に
生
き

る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
校

生
活
、
野
球
は
甲
子
園
に
行
か
れ
ず

残
念
。
進
路
変
更
し
よ
う
か
な
と
思

う
日
々
で
す
。
就
職
し
た
く
て
も
で

き
な
く
な
る
日
が
来
る
の
で
あ
ろ
う

か
と
…
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
は
、
２
０
１
６
年
か

ら
２
０
３
０
年
の
15
年
間
で
達

成
が
目
指
さ
れ
て
い
る
国
際
的

な
目
標
で
す
。
２
０
１
５
年
9

月
に
国
連
で
開
催
さ
れ
た
持
続

可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
で
国
連

加
盟
全
１
９
３
カ
国
に
よ
っ
て

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
基
本
的
な

理
念
は
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

と
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。「
健

康
の
ひ
ろ
ば
で
も
何
度
も
目
に

し
た
け
ど
、
自
分
た
ち
の
生
活

や
活
動
と
の
結
び
つ
き
が
い
ま

ひ
と
つ
」
と
い
う
声
も
。
少
し
、

ひ
も
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

『
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
平

和
で
包
摂
的
な
社

会
を
促
進
し
、
す

べ
て
の
人
々
に
司

法
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
提
供
し
、
あ
ら

ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お

い
て
効
果
的
で
説

明
責
任
の
あ
る
包

摂
的
な
制
度
を
構

築
す
る
』
と
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
、

こ
の
目
標
が
あ
る
の
か
。
持

続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
世
界
中
の
人
た

ち
が
、
差
別
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
暴
力
を
受
け
る
こ
と
な

く
、
災
害
や
紛
争
に
苦
し
む
こ

と
な
く
、
安
全
で
安
心
な
生
活

を
送
り
、
同
じ
立
場
で
公
正
に

話
し
合
い
、
助
け
あ
い
、
一
緒

に
世
界
平
和
の
実
現
に
と
り
く

む
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。
健

文
会
の
２
０
２
０
年
度
重
点
課

題
と
事
業
計
画
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
ひ
と
つ
に
『
核
兵
器
廃
絶
と

気
候
危
機
対
策
と
い
う
2
つ
の

人
類
的
課
題
へ
の
挑
戦
を
続
け

よ
う
』
が
あ
り
ま
す
。
核
兵
器

は
、
生
命
を
無
意
味
な
も
の
と

し
、
希
望
を
も
っ
て
未
来
に
目

を
向
け
る
と
い
う
、
私
た

ち
の
能
力
の
発
揮
を
妨
げ

ま
す
。
核
兵
器
は
、
人
間

性
を
否
定
し
、
平
等
で
あ

る
は
ず
の
幸
福
へ
の
権
利

や
、
生
命
へ
の
権
利
を
否

定
し
ま
す
。
今
月
号
の
1

面
で
は
、
核
兵
器
廃
絶
に

む
け
た
支
部
や
事
業
所
の

と
り
く
み
を
紹
介
し
ま
し

た
。
そ
う
、
私
た
ち
の
と

り
く
み
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

実
践
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

【
１
・
２
面
に
関
連
記
事
】

あ
れ
も

こ
れ
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

今
回
は
、

目
標
16
に

つ
い
て

岬支部の仲間たちと記念撮影岬支部の仲間たちと記念撮影
（一番左側の女性：富田康子さん）（一番左側の女性：富田康子さん）


